２０２５年度事業計画
特定非営利活動法人くろとり山荘

デイサービスくろとり山荘の経営は１０年あまり順調に推移してきたが、コロナ禍の３年余りは利用者が増えず厳しい経営状況も経験した。ようやくコロナも下火になり利用者数も回復傾向にあり経営も安定しつつあったが、現在、新たな利用者がなくコロナ禍に匹敵する経営悪化状況が続いている。デイサービスくろとり山荘は、医療度、介護度の高い方も受け入れているため、必然的に利用中止のリスクが高くなっている。在宅での家族介護が困難になり、サ高住や住宅型有料老人ホームなどの施設に入所されるケースが増えている。とりわけ、医療面を必要とされる方は医療対応型の有料老人ホームや胃瘻注入などの医療行為も可能なサ高住に入所されている。同時に、本来別個のサービスである訪問介護やデイサービス利用が同じ敷地内での施設と共有され取り込まれていることも多く、利用者の減少にもつながっている。和泉市は、こうした地域密着型特定施設入居者生活介護施設が他市に比べ多く、利用者数もこの1年で５割増となっている。また、施設に入所されないまでも、ショートステイさらにはロングステイを利用される利用者が増えてきている。現在、社会福祉法人主体の公的施設である特別養護老人ホームの待機者数が多く、即入居が難しいのが問題となっており、この解決のために、民間による入居施設の増設で肩代わりされてきている。
くろり山荘においても職員のモチベーションアップ、職員の定着、また物価高での生活補償などのため賃金アップも目指しているが、低介護報酬により収入は限られている。職員を募集しても応募自体がない状況も続いている。職員の生活、休暇が保障され、働きがいを持ち、働きやすい職場環境に少しでも近づけていきたい。こうしたことは、利用者への介護サービス向上や経営向上にもつながっていくものである。今後の厳しい介護・福祉動向を見極め短期、長期の経営戦略が求められ、情報収集、研究と共に会員、職員の知恵、協力が必要とされている。
経営健全化に向けて、介護人材確保・職場環境改善等事業の補助金約２２万円も活用しながら、業務改善委員会を立ち上げ業務内容を見直し、利用者にも満足いただける経営改善をめざしていきたい。収益増があまり見込まれない状況であり、経費節減に努める。無駄をなくすと共に、機器、建造物の老朽化も進む中でもできるだけ機器を大切に扱い故障を少なくし、また、人員配置も利用者数に見合った勤務体制にしていく。同時に少しでも働きやすい、働きがいのある労働環境改善にも努めていく。基本的に定員１５名の利用者数をめざし、経営指標とされる月利用者３００人以上、月利用率８０％以上、月介護収入４００万円以上を目標としていく。こうした経営健全化計画はスタッフ全員の知恵を借り、みんなで考え、みんなで決め、みんなで実行に移し、みんなで見直し、みんなが責任をもつ態勢で臨んでいきたい。
日常の業務でもパーソンセンタードケアを心がけ、利用者、家族に向かい合い、楽しく笑顔あふれるデイをめざしていく。また、黒鳥山公園や竹林などの自然豊かな立地条件を生かし、機能訓練を目的とした散策などもできるだけ多く取り入れるようにしていきたい。こうした日常の取組みを通して利用者、家族、ケマネージャにくろとり山荘の良さが口コミで広がり、経営改善にもつながることを目指していきたい。一方、施設が狭く入浴等で支障もきたしており、レイアウトの見直しや、不必要なものの廃棄や整理なども行い、合理的に業務をこなせるようにも考えていきたい。
要介護度１や２の軽度者に対する支援が縮小されることが予想される中で、その人の生活がどうなるのかが大きな課題となる。このため、地域力も問われることになる。地域住民の参画を求めることは理想的ではあるが、実現には多くの困難が伴う。多くの町会で入会されない方が年々増加し、さらには町会の役員のなり手がなく、高齢者がいくつもの役を兼ねて運営しているのが現状である。一方，独居高齢者や同居家族の就労による昼間独居、また、老々家族や老々介護を担っておられる方も多くおられ、地域の連帯が弱くなってきている。また、孤独死も社会問題となっている。こうした中、ＮＰＯ法人くろとり山荘、デイサービスくろとり山荘は地域に貢献し地域力を少しでも高めるお手伝いをしていく必要がある。病弱な家族を抱え、万が一の時に不安を抱えられているご家族や病気や介護で悩んでおられる方の支援も考えていきたい。病気、介護面だけでなく災害時には福祉避難場所としてデイサービスを提供し、一般の避難場所では受け入れがたい障がいのある方や高齢者なども受け入れていきたい。
デイサービスとしても地域で利用できるサービスの種類や内容を増やし、地域のニーズに柔軟に対応できるような仕組みを整備することが求められている。まだ、介護保険制度そのものを知らない地域住民も多くおられ、どこに相談、どのような利用方法があるのか分からないなどもあり、機会あるごとに説明をしていくことも必要とされている。こうした活動も利用者増にもつながっていくと思われる。
これまで同様、ボランティアや地域住民の協力を得ることも大切である。介護サービスを補完すると同時に、地域住民の理解と協力を得、信頼関係を構築、維持していくことも必要となる。地道に町会のクリ－ンキャンペーンや行事などにも参加し、清掃活動や草刈り、行事に参加するだけでなく行事の準備や片付け等にも積極的に加わっていく必要がある。町会の「ふぁみりーカフェー」にも機会を設け、利用者とできるだけ一緒に参加して地域・町会員の方とも交流も深めていきたい。年１回、秋に火災・災害避難訓練を町会、地域の方の協力をもとに共同で行っていき、地域と共に災害対策のレベルアップもはかっていく。また、自然を活用したバードウォッチングなどの自然観察会も合同で企画していきたい。
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